
ル イ ス

レ丿

　

ル
イ

ス

・
キ

ャ
ロ
ル

ー

キ

ャ

ロ
ル
、

ル
イ

ス

　

ル
イ

ス
　

C

・
S

Ω
凶く
Φ
ω
3

覧
Φ
ω

ピ
Φ
≦
同ω

一
八
九
八
～

一

九
六
一ニ
　

イ
ギ

リ

ス

の
英

文
学

者

で
作

家

、
神
学

者
。
北

ア
イ

ル

ラ

ン
ド

に
生
ま

れ
、

九
歳

で
母

を
亡

く

し
た
後
、

兄

と
架

空

の

動

物

王
国

の
物

語
を

つ
く

り
出

し
た

り
、

読
書

に
ふ

け

っ
た

り

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　　　　　　　　
　　　　　　

す

る
が
、

少
年

期

に
北
欧

神
話

と

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

の
作

品

に
出

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

会

っ
た

こ
と

が
、

の
ち

に
壮
大

な

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー
で
あ

る
ナ

ル

ニ
ア
国
物

語

の
シ

リ
ー

ズ
を
生

み
出

す

き

っ
か
け
と
な

っ
た
。

中
世

と

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
期

を
専
攻

し

、

オ

ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド

と

ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ

の
両

大
学

で
教

え
た

ル
イ

ス
の
余

技

と
も

い
え

る
ナ

ル

ニ
ア
物

語

は
、
著

者

に
よ
れ

ば

は
じ

め

い
く

つ
か

の
イ

メ

ー
ジ

が
現
れ

、

そ
れ
を

つ
な

い
で

い
く

形

で
生

ま

れ
た
。

こ

こ
で
は
人

間

や
現
実

界

の
生
き

も

の

の
ほ
か

に
ケ

ン
タ
ウ

ル

ス

　

　

　
　

　
　

　

　

や

フ
ォ
ー

ヌ
な

ど

神

話

や
想

像

上

の
生

き

も

の
が

多

彩

に

現

れ
、

豊
饒

な
物

語
世

界
を

つ
く

っ
て

い
く

が
、
同

時

に

シ
リ

ー

ズ

が
全
体

と

し
て
世

界

の
創
造

か
ら

最
後

の
審
判

に
至
る
ま

で

の
キ

リ

ス
ト
教

的
世

界
観

を
背
後

に
も

つ
こ
と
も
特

徴

的
な

こ

と

で
あ

る
。

こ

の
物

語
群

に

は
あ

る

種

の
暴

力
性

も
あ

り
、

た

　

　
　

　

　

と
え

ば
、

神
沢

利
子

は
そ

れ

に
反
発
す

る

こ
と

で
彼
女

の

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー

世
界

を
拓

い
て

い

っ
た
。
第

一
作

『
ラ
イ

オ

ン
と
魔

女

』
(
一
九
五
〇
)
は

、
衣
装

ダ

ン

ス
の
中

を

通

っ
て
雪

の
降

る
ナ

ル

ニ
ア
国

に

入
る

こ
と

で
は

じ
ま

る
。

こ

の
国

は
白

い
魔
女

が

支
配

し

て
お
り

、
子

ど
も

た
ち

は

ラ
イ
オ

ン
の
ア

ス
ラ

ン

の
力

を
借

り

て
こ

の
国

に
春
を

呼

ぶ
。
第

二
作

『
カ

ス
ピ

ア

ン
王

子
』

(五

一
)
は
、

王

子
と

と
も

に

「
地
上

の
海

賊
た

ち
」
に
打

ち

勝

つ

話
を

、
第

三
作

『
朝

び
ら
き

丸
、

東

の
海

へ
』
(
五
二
)
で
は

、
王

子

の

「
こ

の
世

の
終

り

の
始
ま

り
」

を
め

ざ
す
大

航
海

が

、
第

四
作

『
銀

の
椅

子

』
(五
三
)
で

は
王

子

の
息

子

の
リ
リ

ア

ン

の
救

出

が
、

そ
れ
ぞ

れ

に
テ

ー

マ
と
な

る
。
第

五
作

の
や

や
異
色

の

『馬

と
少

年
』

(五
四
)
の
後

、

『
魔
術

師

の
お

い
』

(五
五
)
で

こ

の
国

の
創

世
紀

が
、

『
最
後

の
戦

い
』
(五
六
)
で
最
後

の
審

判

が

語
ら

れ

る
。
な

お
、
ア

ス
ラ

ン
は
キ

リ

ス
ト
で
あ

る

と
同
時

に
、

「
想
像

力

そ

の
も

の
」

で
も
あ

ろ
う

。　
　

　

　
　

(谷
本
誠
剛
)

　

ル

イ

ス

C

・
D

O
Φ
o
臨

∪
塁

い
Φ
a

ω

一
九

〇

四
～
七

ニ

イ
ギ

リ

ス

の
詩

人
。

子

ど
も

の
た

め
に

二

つ
の
物
語
を

書

い
て

い

る

。

『b
凡簿

ミ

ミ

◎
鼕

曾

デ

イ

ッ
ク

・
ウ

ィ

ロ

ビ

ィ

』

(
一

九
三
三
)
は
、
一
六
世

紀
を

背
景

に
し

た
歴

史
小

説
。
『
オ
タ

バ
リ

の
少

年
探

偵

た
ち
』
(
四
八
)
は
、
フ
ラ

ン
ス
映
画

か
ら

ヒ

ン
ト
を

得
た

物
語

で
、

少
年

た
ち

の
心

の
動

き

が
生
き

生
き

と
描

か
れ

た
名

作
と

さ

れ
て

い
る
。
『詩

を

よ
む

若
き
人

々
の
た

め
に
』
(四

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ル イ ス

四
)
は
、
詩

作
上

の
体
験

を
織

り

込
ん

だ
英
詩

の
入
門
書

。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(田
中
瑞
枝
)

　

ル
イ

ス
　

ヒ

ル
ダ

田

缸
9
ピ
Φ
惹

ω

一
八
九
六
～

一
九
七
四

イ
ギ

リ

ス
の
歴
史

小
説
家

.

ロ
ン
ド

ン
に
生

ま
れ

、

ノ

ッ
テ
イ

ン
ガ
ム

で
暮

ら

し
た
。
多

く

の
大

人
向

け

の
歴
史

小
説

の
著

者

と

し
て
知

ら
れ

る
が
、

四
冊
あ

る

子
ど
も

向

け

の
本

の
う
ち

、

一
九
五

二
年

以
後

の
三

冊
は

歴
史

小
説

で
あ

る
。

最
初

の

一
冊

で
あ

る

『
飛
ぶ
船

』
(
一
九
三
九
)
だ

け

は
、
登

場
す

る

子
ど
も

た

ち

が
模
型

の
バ
イ

キ

ン
グ

の
船

で
、
時

間
を

さ

か

の
ぼ

っ
て
冒

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

険

の
旅
を

経
験
す

る
話

で
、

ネ
ズ

ビ

ッ
ト

の

『
搴

鳴
⑦
ミ
建

鼠

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

ト
ミ
ミ
ミ

お
守

り
物
語

』

の
流

れ

を
く

む
タ

イ

ム

・
フ

ァ
ン
タ

ジ
ー

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(高
桑
啓
介
)

　

ル

イ
バ

コ
フ
　

ア
ナ

ト
リ

i

・
H
　

>
=
雪
8

愚

工
翅
ζ
畠
§

評

δ
輿
8

一
九

二

～
　

ソ
ビ

エ
ト

の
作

家

。
革
命

と
内
戦

と

世

界
大
戦

を
挟

む
激
動

の
時

代

の
生
き

証

人
。

最
初

の
ピ

オ
ネ

ー

ル
少

年
団

結

成

の
体
験

を

生

か

し

て
書

い
た

処

女
作

『築
§

ー

ミ
襄

　
短
剣

』
(
一
九
四
八
)
と

そ

の
続

編

『
曹

§

Q
§
§

為
ミ
§

織

青

銅

の
鳥

』
(五
六
)
、
一
九

六
〇
年

代

の
少

年

の
大
人

へ
の
成

長

を

描

い
た
三
部

作

『お

と
な

へ
の
第

一
歩
』

(六
〇
)
、

『根

つ
け

奇

譚
』

(六
四
)
、

『
蓐

器
Q
象
ミ
ま
愚

含
ミ
曾

ミ

無

名
戦

士
』

(七

〇
)
な

ど

の
子
ど
も

向

け

の
作

品

は
、
明

る

い

ユ
ー

モ
ア

に
あ

ふ

れ
、
今

日
も
広

く
愛

読
さ

れ

て

い
る
。　

　

　
　

　

(中
込
光
子
)

　

ル

ィ
ブ
リ

ツ
キ

　
ズ

ビ
グ

ニ

ェ
フ
　
N
玄
σq
巳
Φ
≦

菊
く
o
匿

o
ざ

一
九

二
二
～

ポ

ー
ラ

ン
ド

の

グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク

ア
ー

テ

ィ
ス

ト
。
児
童

図
書

出
版

社
ナ

ー

シ

ャ

ク
シ

ェ
ン
ガ

ル

ニ
ア

の
副
社

長
。

民

話
集

『映
§

壽
魯

§

§
◎
ミ
鳴

ポ

ー
ラ

ン
ド
伝

説
集

』
(
一

九
六

〇
)
な

ど

木

版

の
イ

ラ

ス
ト

の
評

価

が

高

い

が
、

『
ミ
ー

シ

ャ
の
ぼ
う

け
ん
』

(
六
〇
　
ヤ

ン
チ

ャ
ル
ス
キ
作
)
が

子
ど

も
た

ち

の
圧

倒
的
支

持
を

受

け

て

い
る
。

国
内
外

の
受

賞

多
く

、

一

九

七
三
年

B
I

B
世
界

絵
本
原

画
展

金
賞

、
八

二
年

国
際

ア

ン

デ

ル
セ

ン
賞

画
家
賞

を

受
賞

し
た
。
　
　

　

　
　

(内
田
莉
莎
子
)

　
羅

　
　
英

秘
ン

一
九
二
六
～

中
国

の
児
童

劇
作

家

、
演
出

家
。

河

北
省

の
農
村

に
生
ま

れ
、

日
本
軍

の
侵

略

に
遭

い
、
少

女
時

代

に
中

国
共
産

党

の
軍

隊
八
路

軍

に
参
加

、
宣

伝
隊

員
と

な

っ
た

。

そ

の
後

、
各

地

の
抗

日
戦
線

の
演
劇

隊

で
活

躍
、
華

北

軍
区

抗
敵

劇
団

の
俳
優

、
劇
作
家

と
し

て
活
動

。
解

放
後

は
、

中
央

戯

劇
学

院

で
学

び
、

五
六
年

か
ら

硴
療

肋

狆
掴

呪
童

芸
術

劇

院

に
参
伽
hめ

捌
祚

ハ
か
演

出
を

担
当
、
』
飛
匏

猩
埋

世

界

』
(
一
九

五

八
)
、

『
革
命

的

一
家
』

(五

九
)
、

『
水

晶

洞

』

(
六
四
)
、

　

マ
ッ
チ
う
り
の
し
ょ
う
じ
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
し
ぎ
な
　
　
　
こ
う

『
売
火

柴
的

少
女

孩
』

(
七
九
)
、

『
奇
怪

的

一
〇

一
』
(
七
九
)
な

ど

の
同

劇
団

上
演

作

品
を
主

と

し
て
共

同
創
作

で
発

表

し
、

そ

の
多
く

の
演

出

に
も
当

た

る
。

八
〇
年

か
ら
中

国
政

府
文

化
部

の
児
童

青

少
年
文

化
局

長

に
就
任

、
広
く

中
国

の
児

童
青

少
年

文

化

の
指
導

者

の
地
位

に
あ

る
。　

　

　
　

　

　
　

(冨
田
博
之
)

　

ル

・
グ

ウ

ィ
ン
　

ア
ー

シ

ュ
ラ

・
K
　
>
『
ω巳
9
凶
゜
ピ
Φ
○
巳
う

一
九

二
九

～
　

ア

メ
リ

カ

の
作
家

。
文

化
人

類

学
者

の
ア

ル

フ

レ

ッ
ド

・
ク

ロ
ー

バ
ー
を
父

に
、
作

家

の
シ
オ

ド

ー
ラ

・
ク

ロ
ー

バ
ー
を

母

に
、

カ
リ

フ
ォ

ル

ニ
ア
州

バ
ー
ク

レ
ー

に
生

ま
れ
、
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ル ソ ー

コ

ロ
ン
ビ

ア
大

学
を

卒
業
。

一
九
六

六
年

『
ロ
カ
ノ

ン
の
世

界
』

で
S

F
作
家

と
し

て
デ

ビ

ュ
ー

し
た

が
、

六

八
年

か
ら
七

二
年

に
か

け
て

は

『
ゲ
ド
戦

記
』
三

部
作

『
影

と

の
戦

い
』

『
こ
わ

れ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

た

腕
環

』

『さ

い
は
て

の
島

へ
』

を
発

表
。

C

・
S

・
ル
イ

ス
や

ホト

ー

ル
キ

ン

の
作

品
と
並

ぶ
優

れ

て
本
格

的
な

フ

ァ
ン
タ

ジ
ー

と

し

て
高
く

評
価
さ

れ
た

。
S

F
作

家

と
し

て

の
活

躍
も

目
覚

ま

し
く

、

『
闇

の
左

手
』
(
一
九
六
九
)
や

近
く

は
S

F
歴
史

小
説

と
も

い
え

る

『
マ
ラ

フ
レ
ナ
』

(七
九
)
な

ど

が
あ

り
、

多
く

の

フ
ァ

ン
を
も

つ
が
、

フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト

と

し

て
の
発
言

も
光

っ
て

お
り
、
優

れ

た
思
想
家

と
呼

ん

で

い

い
作
家

で
あ

る
。
そ

の

エ

ッ

セ
イ
集

『夜

の
言

葉
』
(
七
九
)
は
こ

の
作
家

の
思
想
を

ひ
も

と
く

重

要
な

手

が
か
り

と
な

る

一
冊

で
あ

る
。
　

　

　

(清
水
真
砂
子
)

　
魯

　

　
迅

誹

ン
　

一
八
八

一
～

一
九
三
六
　

中
国

の
作
家

、
思

　

　
　
　

　

チ
ョウ
シ
ュリ
レ
ン
　
　
　
　
　
ユ
リ
ツ
ァ
イ

想

家
。
本

名

は
周

樹

人
、
字

は
豫

才

。
浙

江
省

の
官

吏

の
家

に

生
ま

れ
る

が
、
家

が
没
落

し
苦
学

す

る
。

一
九
〇

二
年
官
費

留

学

生

と
し

て
来

日
、

仙
台

医
学

専
門

学
校

に
学

ぶ
も

、
半

ば

で

文

学
を

志

し
東
京

に
戻

り
、
〇

九
年

に
帰
国
。

文
学

革
命

期
を

迎
え

『
狂
人

日
記
』

(
一
九

一
八
)
を

「新

青

年
」

に
発
表
す

る
。

こ
れ

は
人

が
人
を
食

う
社

会

で
、
ま

だ
毒

さ

れ

て

い
な

い
子
ど

も

を
救

え

と
叫
ん

だ
も

の
で
、

中
国

近
代

文
学

の
先

駆

と
な

っ

た
作

品
で
あ

る
。

そ

の
後

、

『
孔
乙

己
』

(
一
九
)
、

『故

郷
』

(二

一
)
、
『阿

Q
正
伝

』
(二

一
～
二
一
一)
や

、
仙

台
時

代
を

描

い
た

『藤

野
先

生
』
(
二
六
)
な

ど

の
小

説

の
ほ
か

、
反

動
勢

力

と

の
論

戦

の

中

で
、

鋭

い
社
会

批
判

や
文
芸

批
評

を
続

々
と
著

し
、
永

眠
す

る
ま

で

の
歩

み
は
文

字
通

り
中

国
近
代

文
学

の
歩

み
で
も
あ

っ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

た
。

ま
た

生
涯

を
通

じ
外

国
文

学

の
翻
訳

に
力

を
注

ぎ
、

ェ

ロ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

シ

ェ
ン

コ
の
童

話

『
桃
色

の
雲

』

や

パ
ン
テ

レ
ー

エ
フ
の

『
金

時
計

』
な

ど
、

彼

が
紹
介

し

た
多
く

の
作

品

は
、
中

国

の
児
童

文
学

に
啓

蒙
的

な
役

割
を

果

た
し

た
。　

　

　

　

(中
島
久
美
子
)

　

ル

ソ

ー

　
ジ

ャ

ン

ーー

ジ

ャ

ッ
ク

智
9
亭
智

o
ρ
ロ
①
ω

菊
〇
二
甲

ω
Φ
き

一
七

一
二
～
七
八
　

フ
ラ

ン
ス

の
思

想
家
、
文
学

者
。
ス
イ

ス
の
ジ

ュ
ネ

ー
ブ

で
生
ま

れ
、

=
二
歳

の
時

に
徒
弟
奉

公

に
出

さ
れ

、
以

来
、

召

し
使

い
、
神

学

生
な
ど

い
ろ

い
ろ
な
職
業

を

転

々
と
し

な

が
ら
放

浪
。

ヴ

ァ
ラ

ン
夫

人

に
巡

り
合

っ
て
そ

の

保
護

を
受

け

る
よ
う

に
な

り
、

二

三
歳

の
時

か
ら
猛
勉

強

を
し

た
。

や

が
て

パ
リ

に
出

て
、

デ

ィ
ド

ロ
な

ど
百

科
全
書

派

の
文

人

た
ち
と

交
わ

り
、

『学

問
芸

術
論

』
(
一
七
五
〇
)
で
教

会

を
厳

し
く

批
判

し
、

一
躍
思
想

界

の
惑
星

的
存

在
と

な

っ
た
。
『
人
間

不
平

等
起

源
論

』
(五
三
)
で
は
、
人
間

が
自

然
児

と
し

て
平
等

で

自
由

で
あ

る

と

い
う

信
念

か

ら
同
時

代
社

会
を

激
し

く
批

判
し

た
。

ド

ゥ
ー

ド
ト
夫

人

に
対
す

る
失

恋

の
痛
手

か
ら
書

い
た
書

簡
体

小
説

『
新

エ

ロ
イ

ー

ズ
』
(六

一
)
は
貴

族

の
娘
と

平
民

の
青

年

と

の
哀

切
な

恋
を

描

い
て
、

フ
ラ

ン
ス
に
当

代
イ

ギ
リ

ス
風

の
近
代
小

説
を

導

入
し

た
。

ル
ソ
ー

の
思

想

の
頂
点

は

『
社
会

契
約

論
』
(六
二
)
で
、
人

間

の
自

由
、
平
等

、
主

権
在

民

の
民
・王

主
義

の
大

原
則

を
率

直

に
提

出
し

、

ア
メ
リ

カ

の
独

立
、

フ
ラ

ン
ス
革
命

の
原

動
力

と

な

っ
た
。

ま
た
、

『
エ
ミ
ー

ル
』
(六
二
)

は
、

小

説

の
形
を
借

り

た
近
代

教
育

学

だ
が
、

児
童

に
読

ま

せ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ル ツ クホ ー ケ

　
　

　

　
　

　
　

　

る

べ
き
本

と
し

て
、
デ

フ

ォ
ー

の
『
ロ
ビ

ン
ソ

ン
・
ク

ル
ー

ソ
ー
』

を
あ

げ
、

自
然

に
則
し

た
、

子
ど

も

の
自

由

に
任

せ

る
教
育

法

を

打
ち

出
し
た
。
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

(榊
原
晃
三
)

　

ル

ッ
ク
"
ポ

ー
ケ

　
ジ
ナ

○
ぎ
o

勾
¢
o
写
℃
窪

ρ
鼠

什

一
九
三

一
～
　

西
ド

イ

ツ
の
児
童

文
学

作
家

。

一
九

五

九
年

に
出
版

さ

れ

た
第

一
作

『
お
ば

け
は

ケ
ー
キ

を
た

べ
な

い
』

以

来
、

六
〇

作

以
上

も

の
児
童

文
学

作
品

を
発

表

し
て

い
る
。

動
物

が
主

要

な

役
を

演
じ

る
幼
年
向

き

の
読

み
物

か

ら

ぎ

逡
薄

o

ヨ
シ

ュ

コ
』
(
一
九
六
三
)
な

ど
、
現
代

の
若

者

の
も

つ
諸

問
題

を
考
え

さ

せ
る
青

少
年
向

き

の
小
説
ま

で
、

厚

い
読
者

層

を
も

つ
。

国
際

ア

ン
デ

ル
セ

ン
賞

の
オ
ナ

ー
リ

ス
ト
を

は

じ
め

、
数

々
の
内

外

の
賞
を

得

て

い
る
。　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(佐
藤
真
理
子
)

　

ル

ッ

ヘ
ル

ス

　
フ

ァ
ン

デ

ル

　
ル

フ

　
ア

ン

〉
昌

菊
三
・

ひQ
奠
ω
<
穹

α
臼

い
o
Φ
駿

一
九

一
〇
～
　

オ

ラ

ン
ダ

の
女
流

児
童

文

学
作

家
。

母
親

が
若

い
時

か

ら

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
に
住

み
、

ス

カ

ン
ジ
ナ

ビ
ア
諸
国

の
本

の
翻
訳

を

し

て

い
た

時
、

娘

で
あ
る

こ

の
作

家
も

そ

の
手

伝

い
を
し

て

い
た
。
母

と
娘

の
共
著

『
ミ

妹

o
ミ

鴨
壽
ミ
の
§

ミ
嫡

古

い
家

と
私

達

』

(
一
九
四
〇
)
を
書

い
た

後
、
こ

の
作
家

は
作
家

活
動

に
入

っ
た
。
そ

の
後

、
『b
鳴
ミ
§
魯
下

ぎ

ミ
唱§

ミ

子

ど

も

キ

ャ
ラ

バ

ン
』

(
四

九
)
、

『
諠
ミ
ミ
蕁
3

ミ
o
ミ
Q
誘

§

ミ
§

肉
ミ
ミ
N
8

謹

ア
メ

リ
カ
、

開

拓
者

と
そ

の

孫

た
ち
』

(五

一
)
、

『
9

§

§

劬
惷
蹄
§

ヒ

デ
オ

ン
の
旅
』

(六

〇
)
な

ど

の
作

品
を
発
表

し

て

い
る
。
そ

の
ほ

か
、
日
本

語

に
訳

さ

れ
て

い
る
も

の
に
、
次

の
よ

う
な

作
品

が
あ

る
。
『
み
ん
な

の

広
場

』
(六

二
)
。
こ
れ

は
町

の
中

に
あ

る
遊

び
場

を

め
ぐ

り
、
子

ど
も

た
ち

の
問

に
争

い
が
起

こ

っ
て

い
た

が
、

大
人

た
ち

が

土

地

を
取

り
あ

げ
よ
う

と

し
た

こ
と

か
ら
、

子

ど
も
た

ち

が

一
致

し

て
そ

れ

に
立
ち
向

か
う

と

い
う
物

語
。

ま
た

『わ

れ
ら

の
村

が
し
ず

む
』
(
五
七
)
は
、
電

力

開
発

で
村

が
湖
底

に
沈

め
ら

れ

て

い
く
中

で
、

パ

ス
カ

ン
家

の
人

々
を

中

心
に
展

開

し
て

い
く
物

語

。

ほ
か

に
、
サ

ス
ペ

ン
ス
タ

ッ
チ

の
公

害
を

扱

っ
た

『
風
車

小

屋

の
足
あ

と
』

(六
七
)
が
あ

る
。　

　

　

　

　
　

(熊
倉
美
康
)

　

ル
ナ

ー

ル
　

ジ

ュ
ー

ル
　
}
巳
Φ
ω
菊
Φ
づ
9D
a

一
八
六
四
～

一
九

一
〇
　

フ
ラ

ン
ス
の
小
説

家
、
劇

作
家
。
中

部

フ
ラ

ン
ス
の
農
村

シ
ト

リ
ー

に
村
長

の
息

子
と

し

て
生
ま

れ
る
。

パ
リ

の
シ

ャ
ル

ル

マ
ー

ニ
ュ
学
校

卒
と

同
時

に
文
筆

生

活
を

は
じ

め
る
。

一
八

八
九
年

、
文

芸
雑

誌

「
メ

ル
キ

ュ
ー

ル

・
ド

・
フ
ラ

ン

ス
」

の

創
刊

に
参
加

し
た

こ
と
に
よ

り
同

誌

に
短

・
長
編

小
説

を
発

表

し
注

目
さ

れ
た
。

九

四
年

に
『
ぶ

ど
う
畑

の
ぶ
ど
う

作

り
』

『
に

ん
じ

ん
』
を

、

九
六
年

に

『
博
物

誌
』

を
発

表
し

作
家

と

し
て

の
地

位
を
確

立

し
た
。

そ

の
後
劇

作

に
も
才

能
を

示

し
自
作

の

『
に
ん
じ

ん
』
を

戯
曲

化

し

パ
リ

の
ア

ン
ト

ワ
ー

ヌ
座

で
上

演

さ
れ

大
成
功

を

収
め

た
。

九
六
年

か
ら

は
、

郷

里

シ
ト
リ

ー

の

隣
村

シ

ョ
ー

モ
に
住

み
農
村

問
題

に
取

り
組

む
。

一
九

〇

四
年

に

は
、

シ
ト
リ

ー
村

の
村

長

に
選
出
さ

れ
た

。

そ

の
こ
ろ

か
ら

社
会

主
義

に
傾

斜
し

、
当
時

の
統

一
社

会
党

の
機

関

誌

「
ユ

マ

ニ
テ
」
に
も
寄
稿

し

た
。

『
に

ん
じ
ん
』
は
、

髪

の
毛

が
赤

い
こ

と

か
ら

"
に
ん

じ
ん

"
と

あ
だ

名
さ

れ
た
少

年
を

主
人

公

と
す

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ル ボル ター シ

る

短
編

連
作

で
母
親

に
冷

酷

に
扱
わ

れ

る
少
年

の
心

の
動
き

を

描

い
た

異
色
作

。　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(塚
原
亮

一
)

　

ル
ブ

ラ

ン
　

モ
ー
リ

ス
　
]≦
9
霞
凶o
Φ

い
Φ
げ
ご
つ
〇
　

一
八
六
四

～

一
九
四

一　

フ
ラ

ン
ス
の
作

家

。
ル
ー

ア

ン
市

に
生
ま

れ
、
生

家

は
も

と
も

と
イ

タ
リ

ア
系

の
移

民

で
、

織
物
業

、

回
船
業

を

営

ん

で

い
た

。
少
年

時
代

か
ら

詩

や
短

編
小
説

を
書

い
た

が
、

青

年
時

代

に
法
律

の
勉

強
を

口
実

に

パ
リ

に
出

、
新

聞
や
雑

誌

に
小
説

を
寄

稿
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

四
〇
歳

ま

で
に
自

然
主

義

風

の
風
俗

小
説
を

多
数

書

い
た

が
、

ほ
と

ん
ど
評

価
を
受

け

な

か

っ
た
。

一
九

〇
四
年

、
友

人

ラ

フ

ィ

ッ
ト

の
編
集

す

る
絵

入
り
雑

誌

「
ジ

ュ

・
セ

・
ト

ゥ
」

に

「
と

び
き

り

お
も
し

ろ

い

冒

険

小
説
を

…
」

と

い
う

求

め

に
応

じ

て
、

『
ア

ル
セ
ー

ヌ

・
ル

パ

ン
の
逮
捕

』
を

発
表
。

こ
れ

は
大
評

判

と
な

り
、

ル
パ

ン
の

活

躍
す

る
作

品
を

次

々
に
書

か
ざ

る
を

え
な
く

な

っ
た
。

こ
う

し
て

生
ま

れ
た

『
獄
中

の
ル
パ

ン
』

『
ル
パ

ン
の
脱

獄
』

『
謎

の

旅

行
者

』
(以
上

一
九
〇
七
)
な

ど

の
諸
作

は
、

た
ち
ま

ち
全

世
界

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

の
読
者

を
熱

狂
さ

せ
、

ル
パ

ン
は
ド
イ

ル

の
ホ
ー

ム
ズ
と

並

ん

で
探
偵

冒
険

小

説
に
お

け

る
神
話

的
な

大
英

雄
と
な

っ
た
。

ル

パ

ン

・
シ
リ
ー

ズ

の
初

期

の
傑
作

は

『
怪
盗

ル
パ

ン
』

(〇
七
)
、

『
ル
パ

ン
対
ホ

ー

ム
ズ

』

(〇
八
)
、

『
ル
パ

ン
の
告
白

』

(
一
三
)

な
ど

の
短

編
集

に
収
め

ら
れ

て

い
る

が
、

シ
リ
ー

ズ
中

の
最
高

傑

作

と

い
わ
れ

る
『
奇
巌

城
』
(〇
九
)
、
『三

+
棺
桶

島
』
(
一
七
)
、

『
虎

の
牙

』
(
一
〇
)
な
ど

、
フ
ラ

ン
ス
の
歴

史
、
伝

説
、
同
時
代

の
社

会
状
況

に
取
材

し
た
、

ス
ケ
ー

ル
の
大
き

い
長
編
も

書

い

た
。

ル
パ

ン

・
シ
リ
ー

ズ
は
全

部

で
二
一二
編
。

こ
れ

は
作

者

が

七

六
歳

で
亡
く

な

る
ま

で
息

つ
く
暇

な
く
書

き

継

が
れ
た

。

ル

パ

ン
を
創

造

し
た
功

績

に
よ

り

レ
ジ
オ

ン

・
ド

ヌ

ー

ル
勲

章
を

授

け
ら

れ
た
。
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

(榊
原
晃
三
)

　

ル
ー

ペ
　

少
年

少
女

雑
誌

。

一
九

三
九

年

(
昭
14
)
九
月

～
四

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

一
年

(昭

16
)
四

月
。
ル
ー

ペ
社

。
石
川
光

男
編

集
。
四

〇
年

、
内

務

省

の
左
翼

的

出

版

物

に

対
す

る
弾

圧

、
新

聞

や
雑

誌

の
整

理

・
統

合
な

ど
出

版
統

制
強

化

の
中

で
、

「
五

年
生

の
教

室
」
、

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　

さ

ら

に

「
生

活
教

室
」

と
改

題
。

小
川
未

明
、

坪

田
譲

治
、
奈

　
　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

街

三
郎

、
長

谷
健

ら

が
執
筆

。
下

畑
卓

『
大
河

原
三

郎
右

ヱ
門
』

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

(
一
九
四
〇
、
の
ち

『煉
瓦

の
煙
突
』
と
改
題
)
や
、

中
野

重
治

『
お

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ネ

祖

母
さ

ん

の
村
』
(四

一
)
な
ど

に
代

表
さ

れ
る
、
い
わ

ゆ
る
生

活

童

話

が
発
表

さ
れ

、
戦

時
統

制
期

に
あ

っ
て
注
目

さ
れ

た
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(根
本
正
義
)

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

　

ル
ポ

ル
タ

ー
ジ

ュ

「
8

0
答
鋤
ひQ
Φ
　
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の

一

分
野

で
あ

る
実
地

報
告

の
こ
と
。

児
童

向
き

で

は
探
検

記
、

冒

険

記
、

発
掘

記
、

体

験
記
、

旅
行

記
な

ど

が
あ

る
。
国

際
的

に

は
、

ハ
ン
ト

『
エ
ヴ

エ
レ

ス
ト
を

め

ざ
し

て
』
や

エ
ル
ゾ

ー
グ

『
ア

ン
ナ
プ

ル
ナ
登

頂
』

は
極

限
状
況

で

の
人
間

の
す

ば

ら
し

さ
を

描
く

体
験

記

で
あ
り

、
A

・
T

・
ホ

ワ
イ
ト

『
埋
も

れ
た

　
　

　
　

　

世
界

』
や

バ
ウ

マ
ン

『大

昔

の
狩
人

の
洞
穴

』

は
と
も

に
考

古

学

の
発
掘

発
見

を
伝

え

て
感

動
的

で
あ

る
。

我

が
国

で

こ

の
分

野

で
評
価

さ
れ

る
作

品

が
出

る
よ
う

に
な

っ
た

の
は
、

ご
く

最

近

で
あ

る
。

井

尻
正

二

『
新
版

野
尻

湖

の
ゾ
ウ

』
(
一
九
七
六
)
は
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レ ア ン ター

数
次
に
わ
た
る
集
団
発
掘
の
状
況
を
着
実
に
記
録
し
て
あ
り
、

ホた

か
し

よ

い
ち

は

こ
の
分

野

の
優

れ

た
書
き

手

で
、
『太

陽
と
黄

金

と

ジ

ャ
ン
グ

ル
』

(
八
二
)
は
南
米

の
古

代

オ

ル
メ
カ
文

明

の

謎
を

追
う

興
味
深

い
旅

行
記

で
あ

る
。

太
平

洋
戦

争
中

の
で
き

事
を

書

い
た
記

録
も
少

な
く

な

い
が
、

高
木

敏

子

『
ガ
ラ

ス

の

う

さ
ぎ
』

(七
七
)
は
空
襲

下
を

生

き
た
少

女

時
代

を

リ

ア

ル
に

描

い
た

体
験
記

で
あ

り
、
大

城

立
裕

『対

馬
丸

』
(八
二
)
は
撃

沈

さ

れ
た
沖

縄
学
童

集
団

疎

開

の
悲

劇

の
報
告

で
あ

る
。

吉

田

ル

イ

子

『
ぼ
く

の
肌

は
黒

い
』
(七
八
)
は

カ

メ
ラ

マ
ン
の
目
で
見

た

ア

メ
リ

カ

で

の
黒
人

差

別

の
実

態

を
鋭

く

捉

え

た

報

告

で

あ

り
、

小
池

喜
孝

『
北
海
道

の
夜

明

け
』
(八
二
)
は

明
治
政

府

に
よ

る
囚

人
労

働
使
役

の
実

態
を

探

り
出

し
た

記
録

で
あ

る
。

こ
れ

ら

は
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム

に
立

っ
て
現
代

を
捉

え
直

し
、

社
会

の

在

り
方

や
人
間

の
生
き

方

に
鋭
く

迫

る
と

と
も

に
、
諸

事
実

の

背
後

に
潜

む
真
実

を
探

り
出

す

謎
解

き

の
面
白

さ
を
も

っ
て

い

る
。

最
も

可
能
性

の
あ

る

現
代
的

な
文

学

分
野

で
あ

る
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(勝
尾
金
弥
)

レ

　

レ

ア

ン
ダ

ー
　

リ

ヒ

ャ
ル
ト

空

o
げ
費
血

ピ
Φ
9。
巳

9

一
八
三

〇
～
八
九
　

ド
イ

ツ
の
外
科

医
、
作

家
、
詩

人
。
本
名

リ
ヒ

ャ
ル

ト

・
フ
ォ

ン

・
フ

ォ
ル
ク

マ
ン
。
普

仏

戦
争

(
一
八
七
〇

～
七

一
)

に
軍
医

総
監

と

し
て
従

軍
、

パ
リ
を
包

囲

中

に
童
話

を
書

い
て

は
、
故

国

の
子

ど
も
た

ち

に
送

っ
た
。

そ

れ
を

帰
国

後
ま

と
め

て
、

レ
ア

ン
ダ

ー

の
筆

名

で
発
表

し
た

の
が
、

今

日
ま

で
読

み

継

が
れ

る

『
ふ
し
ぎ

な

オ

ル
ガ

ン
』
(七

一
)
で
あ

る
。

収
録

さ
れ

る
民
話

風

の
小

品
は

い
ず
れ

も

フ

ァ
ン
タ

ス
テ

ィ

ッ
ク

で
心
和

む
も

の
で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(若
林
ひ
と
み
)

　

レ
イ

　

H

・
A

国
穹

ω
諺
二
σq
二
ω8

幻
Φ
<

一
八
九
八
～

一
九
七

七
　

ア

メ
リ

カ

の
絵
本

作
家

。
ド

イ

ツ
生
ま

れ
だ

が
、
ブ

ラ
ジ

ル

で
長
く

貿
易

業

に
従
事

し
た

の
ち
、

同
じ

く
ド

イ

ツ
出
身

で
絵

や

写
真

の
仕

事
を

し

て

い
た
夫

人

マ
ー
ガ

レ

ッ
ト
と

と
も

に
、

フ
ラ

ン
ス
で
創
作

活
動

を

は
じ
め
、

一
九

四
〇

年

ア
メ
リ

カ

に

移

住
し

た
。

広
く

人
気

を
博

し

て

い
る

『
ひ
と

ま
ね

こ
ざ

る
』

の

シ
リ
ー

ズ
は

、
『
ひ
と

ま
ね

こ
ざ
る

と
き

い
ろ

い
ぼ
う

し
』
(
一
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